
「
生
涯
報
恩
」
人
は
み
な
師
な
り
 

  
初
夏
の
候
、
益
々
ご
清
栄
の
事
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

今
回
は
前
橋
青
春
の
会
、
名
誉
顧
問

で
あ
り
ま
す
萩
原
弥
惣
治
様
が
「
生

涯
報
恩
」
人
は
み
な
師
な
り
（
あ
さ
を

社
）
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
著
書
の
出

版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
の

で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
当
日
は
群
馬
県
の
名
士
を

始
め
、
各
界
の
御
歴
々
が
参
加
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
政
治
家
人
生
三
十

五
年
で
出
会
っ
た
方
々
や
考
え
方
を

ま
と
め
た
一
冊
で
あ
り
、
人
と
人
と

の
ご
縁
を
綴
っ
た
著
書
で
あ
り
ま
す
。

私
も
拝
読
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

萩
原
名
誉
会
長
の
気
遣
い
や
心
配
り
、

考
え
方
に
感
銘
致
し
ま
し
た
。
今
年

傘
寿
を
迎
え
る
萩
原
名
誉
会
長
は
ま

さ
に
生
涯
青
春
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

著
書
の
中
で
「
第
二
章
前
橋
市
長
し

て
」
「
友
好
都
市
と
の
交
流
バ
ー
ミ
ン

グ
ハ
ム
市
へ
の
宮
大
工
・
田
子
和
則

さ
ん
の
深
い
思
い
」
と
い
う
題
で
ご

紹
介
頂
き
ま
し
た
。
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茶
室
「
燈
心
庵
」
建
立
か
ら
友
好
親

善

都

市

提

携

の

経

緯

や

サ

ム

エ

ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」
の
全
文

を

掲
載

し
て

頂
き

ま
し

た
の

で
、

皆
様
に
も
ご
一
読
し
て
頂
け
た
ら

幸
い
で
す
。
 
 

そ
し
て
早
い
も
の
で
前
橋
青
春
の

会
発
足
十
五
周
年
を
迎
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
茶
室
「
燈
心
庵
」
建

立
二
十
周
年
、
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市

と
の
友
好
親
善
都
市
提
携
十
五
周

年
、
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
公
民
権
運

動
五
十
周
年
の
式
典
も
あ
り
、
バ
ー

ミ
ン
グ
ハ
ム
市
よ
り
招
待
さ
れ
今

年

の
九

月
に

渡
米

予
定

で
す
。
こ

れ
か
ら
も
会
員
皆
様
方
の
お
力
添

え

の
下
、
日

々
邁

進
し

て
参

り
ま

す

の
で

ご
指

導
ご

鞭
撻

の
程
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 前
橋
青
春
の
会
会
長
 
田
子
和
則
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 バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
長
来
橋

 

 平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
に
バ
ー

ミ

ン

グ

ハ

ム

市

長

で

あ

る

ウ

ィ

リ

ア

ム

・

ベ

ル

氏

と

ス

コ

ッ

テ

ィ

・

コ

ル

ソ

ン

行

政

官

が

前

橋

市

に

来

橋
致
し
ま
し
た
。
 

            ウ
ィ
リ
ア
ム
市
長
は
東
京
で
開
か

れ
た
日
米
南
東
部
会
に
出
席
さ
れ

た

後
、
前

橋

に

三

日

間

訪

問

さ

れ

ま

し

た
。
田

子

会

長

と

蜂

巣

事

務

局

長

が

出

迎

え
、
前

橋

市

役

所

を

表
敬
訪
問
し
山
本
市
長
と
対
談
し

ま

し

た
。
お

互

い

に

市

長

就

任

後

初

め

て

の

対

面

で

し

た

が
、
最

初

か
ら
旧
知
の
友
の
よ
う
に
リ
ラ
ッ

ク

ス

し

た

雰

囲

気

で

交

流

し
、
お

互

い

の

市

を

紹

介

し
、
更

な

る

友

好
を
深
め
る
事
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。
 

            

 ウ
ィ
リ
ア
ム
市
長
は
前
橋
市
内
を

見
学
、
前
橋
文
学
館
前
の
「
青
春

の
碑
」
も
見
学
さ
れ
、
前
橋
青
春

の
会
の
発
展
を
喜
び
感
動
の
意
を

表
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
 

そ

の

後
、

グ

リ
ー

ド
ー

ム

前

橋
を

見
学
し
、
世
界
室
内
陸
上
を
始
め

と
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

つ
い
て
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

                「
百

日

紅
」
を

来

橋

記

念

植

樹

 

 前

橋

市

と

事

前

に

相

談

し

て

前

橋

公

園

内

の
「
さ

ち

の

池
」
の

脇

に

バ
ー

ミ

ン

グ

ハ

ム

市

の

花

で

あ

る
「
百

日

紅
」
を

来

橋

記

念

に

植

樹

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た
。
 

当

日

は

天

候

に

も

恵

ま

れ
、
お

互

い

の

友

好

を

記

念

し

て

植

樹

記

念

式

典

が

盛

大

に

執

り

行

わ

れ

ま

し

た
。
 

                  ウ
ィ
リ
ア
ム
市
長
は
殊
の
外
お
喜

び
に
な
り
、
「
来
橋
の

最
良
の

記

念

に

な

り

ま

す
。
」

と
、

前

橋

市

民
・
市
の
関
係
者
・
青
春
の
会
に

対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
 

「
名
板
ま
で
用
意
し

て
頂
き
、

皆

さ
ん
と
植
樹
し
た
こ
と
は
生
涯
忘

れ
ら
れ
な
い
記
念
と
な
り
ま
す
。

本
当
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
」

と

挨

拶

さ

れ

ま

し

た
。

田

子
会
長
も
市
の
関
係
者
の
ご
配
慮

に
感
動
し
て
お
り
ま
し
た
。
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 バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
長

 

 
 
 
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

 

 前
橋
国
際
交
流
協
会
の
高
橋
会
長

の
歓
迎
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
市
長
の
前
橋
訪
問
に
当
た
っ

て
「
前
橋
市
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い

市
で
あ
り
、
自
然
が
美
し
く
水
が
き

れ
い
で
何
よ
り
市
民
が
素
晴
ら
し

い
」
そ
し
て
更
な
る
友
好
と
両
市
の

発
展
を
誓
い
合
い
、
「
来
年
は
友
好

親
善
都
市
提
携
十
五
周
年
に
な
り

ま
す
。
田
子
が
建
設
し
た
茶
室
、
燈

心
庵
も
二
十
周
年
に
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ

と

も

バ
ー
ミ

ン

グ

ハ

ム

市

に

来

て
下
さ
い
。
 

          ま

た

日

本

な

ら

で

は
、
群

馬

な

ら

で

は

の

お

も

て

な

し
、
伊

香

保

温

泉

で

寛

い

で

頂

き

ま

し

た
。
ウ

ィ

リ

ア

ム

市

長
、
ス

コ

ッ

テ

ィ

行

政

官
も
温
泉
で
旅
の
疲
れ
を
癒
し
て

頂
き
、
繊
細
な
日
本
料
理
、
奥
深
い

日
本
酒
を
堪
能
さ
れ
帰
国
さ
れ
ま

し

た
。
前

橋

青

春

の

会

と

致

し

ま

し

て

も
、
更

な

る

友

好

を

深

め

る

べ
く
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご

指

導

ご

鞭

撻

の

程
、
宜

し

く

お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 そ
し
て
市
民
権
運
動
五
十
周
年
記

念
式
典
に
山
本
市
長
・
田
子
会

長
・
そ
し
て
市
民
の
方
々
を
招
待

致
し
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
前
橋
華

龍
太
鼓
や
八
木
節
が
披
露
さ
れ
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
市
長
は
率
先
し
て
太

鼓
に
参
加
さ
れ
市
民
と
積
極
的
に

交
流
を
図
り
、
心
か
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
た
様
子
で
し
た
。
 

                        ウ

ィ

リ

ア

ム

市

長

の

行

動

力
、
そ

し

て

優

し

さ
、
友

好

へ

の

意

欲

に

行

政

関

係

者
、
市

民

の

方

々

も

感

動
し
て
お
り
ま
し
た
。
 

前橋八木節協会の皆様

前橋華龍太鼓にも率先して参加 



理
事
会
報
告

 

 前

橋

青

春

の

会

で

は

サ

ム

エ

ル

・

ウ

ル

マ

ン

の

青

春

の

詩

に

共

感

さ

れ
「
信

念

と

共

に

若

く
、

自

信

と

共

に

若

く
、
希

望

限

り

若

く
」
の

精

神

で

人

生

を

歩

ん

で

き

た

諸

先

輩

方

に
、
生

涯

青

春

の

人

生

を

こ

れ

か

ら

も

楽

し

く

イ

キ

イ

キ

と

お

送

り

頂

き

た

い

と

の

趣

旨

の

基
、
敬

意

を

払

い
【
青

春

大

賞
】
を

お

送

り

し

て

い

く

事

に

致

し

ま

し

た
。
 

会

員

皆

様

方

も

ご

賛

同

頂

き
、

ご

指

導

ご

鞭

撻

頂

け

れ

ば

幸

い

で

す
。
 

 

 

 

前
橋
市
 
明
寿
大
学
 
講
演
会
 

 
 

平
成
二
十
四
年
六
月
十
三
日(

月)

九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

の

二
時
間
に
渡
り
前
橋
市
の
明
寿
大

学
で
「
生
涯
青
春
～
青
春
と
は
心
の

若
さ
で
あ
る
」
と
題
し
田
子
会
長
が

講
演
会
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
 

明
寿
大
学
は
、
一
年
生
か
ら
四
年
生

併
せ
て
約
四
百
名
の
生
徒
が
在
籍

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

講
座
学
習
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
ま
た
館

外
で
の
学
習
や
宿
泊
研
修
な
ど
を

通
し
て
、
高
齢
者
の
学
習
意
欲
に
応

え
る
と
と
も
に
習
得
し
た
知
識
を

地
域
で
活
か
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
学
び
の
場
で
、
入
学
資
格
は
市
内

在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
が
対
象

の
大
学
で
す
。
 

 
 

 

                   ま
さ
に
生
涯
青
春
に
ふ
さ
わ
し
い

生
徒
の
方
々
で
す
。
 

講
演
後
に
は
大
勢
の
受
講
生
よ
り

感
想
文
を
頂
き
、
こ
ち
ら
の
方
が

勇
気
と
希
望
が
満
ち
溢
れ
て
参
り

ま
し
た
。
 

 
 

そ
し
て
、
平
成
二
十
五
年
一
月
十

一

日(

金)

に
も

北

海
道

の

札
幌
シ

ニ
ア
大
学
に
て
同
演
題
で
講
演
会

を
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の

講
演
会
も
盛
況
な
う
ち
に
無
事
終

え
る
事
が
で
き
、
元
気
を
頂
い
て

き
ま
し
た
。
 

 ま
た
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三

日
（
火
）
に
は
前
橋
市
の
明
寿
大

学
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
三
百
名

の
皆
様
へ
講
演
会
を
行
っ
て
く
る

予
定
で
す
。
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中央公民館で公演中の田子会長 

明寿大学の講演会風景 


